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動物はそれぞれの群れの中で、より適切な行動をとり、安定した社会生活を営む。多くの

社会行動はホルモンの制御下にあり、性行動や攻撃行動、親子の関係性がホルモン依存的に

成り立つ。例えば、幼若個体から性成熟を迎えるとき、成熟後のホルモンによるオス型行動

の発現、メス型行動の発現、オスとメスが番ったのちの養育行動への推移、など生命活動の

時期や役割の特異性を担っているのがホルモンのはたらきの一つである。そしてこのような

生命活動の時期や役割によって、外界の刺激に対する情動や行動の反応も大きく変容する。

例えば、未経産のマウスでは仔マウスの発する鳴き声に情動的な応答をしないが、出産を経

験することで、仔マウスの声に対して接近行動を示すようになる。このように、社会シグナ

ルの発信、受容、処理、行動決定の多くはホルモンが司っており、内分泌社会学「Social 

Neuroendocrinology」なる新しい領域も始まりつつある。本講では社会性を司るホルモンで

あるオキシトシンに着目し、その機能と進化、特に社会形成における役割について論ずる。 
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